
 

安倍総理の御発言（石川県及び福井県下訪問）【平成 27年４月 11日】 

（首相官邸ＨＰより抜粋） 

 

新幹線が金沢まで開通しました。今日初めて新幹線に乗って、金沢まで２時

間半、大変快適な旅でした。駅は活気に溢れていました。正に開業効果だなと。

観光客の数も、金沢では２倍になっているということでありました。 

そしてまた、農業を若い皆さんの新たな情熱と創意工夫で、正に成長産業に

変えている。そういう例を拝見することができました。６次産業化に取り組む

ことによって、間違いなく、日本の農村、そして農業の所得を増やしていくこ

とができる。そう確信しました。 

また、地方大学が地域の企業に人材をしっかりと送り出していくための

様々な取組についてもお話を伺いましたし、地方の経済界が、地方の大学と一

緒により多くの若い皆さんが地元で就職できるような、そういう取組が行わ

れているという例もお話を伺いました。 

また、地域の中堅企業や中小企業が技術力でもって、正にグローバルに活躍

できる。そういう時代になったことも実感をした次第でございます。これから

正に地方創生を進めていく上において、大変参考になったと思います。地方に

おいて、創意工夫で新たな活力を引き出していこうと頑張っている皆さんを

応援していきたい。正に地方の力を、我々は信頼しながら応援していきたいと

思います。 

その中におきまして、国として、地元で就職する学生の方々の奨学金を免除

する取組をスタートしました。また、シェア金沢に入所している皆さんにお話

を伺いました。そこでは、リタイアしたお年寄りの方々が若い皆さんと一緒に

コミュニティを創って、いきいきと暮らしている。外国からの留学生の方も、

一緒に生活をしながら、生きがいと刺激の中で余生を送っているという、素晴

らしい試みだなと思いました。こうした新たな取組を全国に展開をしていき

たいと思います。 

  そして、地方にも正に新たな知的財産があるということも今回確認をいた

しました。中小企業の知財戦略の強化を進めていくように指示をいたします。 
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